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レ
ン
ガ
の
聖
堂
百
年
を
迎
え
て
，
一

川
越
聖
公
会
礼
拝
堂
聖
別
式

主
の
深
き
ご
恩
寵
に
よ
り
、
か
ね
て
新

築
中
で
あ

っ
た
我
が
川
越
聖
公
会
新
礼
拝

堂
は
、
工
事
が
順
調
に
進
み
、
こ
の
ほ
ど

し
い
ん
ぶ
う
た

い
と
う

全
て
竣
工
し
て
、
春
風
胎
蕩
高
草
緑
に
萌

ら

ん

ま

ん

え
、
桜
花
爛
漫
の
本
月

（四
月
）
十
日
、

め
で
た
く
そ
の
聖
別
式
を
挙
行
す
る
光
栄

に
浴
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
日
数
日
に
わ
た
り
低
迷
す
る
雲
や

霞
ま

っ
た
く
晴
れ
て
、
春
の
日
が
う
ら
ら

か
に
輝
き
な
が
ら
主
の
ご
恩
寵
そ
の
も
の

の
よ
う
に
、
桜
花
歓
び
笑
い
、
松
の
緑
い

き
ん
き
ん

よ
い
よ
色
濃
く
万
物
欣
欣
し
て
我
ら
と
喜

び
を
共
に
す
る
に
似
て
い
る
。

総
煉
瓦
造
り
の
新
聖
堂

は
こ
れ
ら
松
の
樹
、
桜

樹
に
囲
ま
れ
、
鐘
楼
独

り
高
く
抜
き
ん
で
て
鐘

楼
上
の
十
字
架
は
天
地

の
融
合
全
地
上
の
救
済
な
る
崇
高
の
標
識

を
内
外
に
宣
示
す
る
よ
う
で
あ
る
。

監
督

（主
教
）
ジ
ョ
ン

ｏ
マ
キ
ム
師
①

長
老

（司
祭
）
ラ
イ
フ
ス
ナ
イ
ダ
ー
師
②

同
落
合
吉
之
助
師
③

同
山
縣
雄
社
三
師
④

同
貫
民
之
助
師
⑤
が
ご
来
臨
、
な
お
、
当

教
会
出
身
と
し
て
前
橋
よ
り
執
事
山
本
三

次
郎
師
⑥

神
学
院
よ
り
片
岡
常
吉
氏
⑦
が

出
席
せ
ら
れ
、
会
衆
と
し
て
は
所
属
会
員

の
他
、
前
橋
教
会
婦
人
伝
道
師
鵜
殿
氏
③

立
教
大
学
峰
雄
氏
⑨
な
ど
当
教
会
縁
故
の

遠
地
よ
り
来
会
し
た
方
も
い
た
。
中
学
校

校
長
そ
の
他
町
の
有
識
者
階
級
の
未
信
徒

も
加
え
て
会
堂
に
満
ち
た
。

午
前
十
時
片
岡
神
学
生
奉
持
の
十
字
架

を
先
導
に
詩
編
第
二
十
四
編
を
唱
え
な
が

ら
聖
職
が
粛
々
と
聖
壇
に
入
り
、
マ
キ
ム

監
督
が
司
式
さ
れ
て
聖
別
の
式
が
営
ま
れ
、

監
督
授
与
の
聖
別
式
文
を
田
井
長
老

（司

祭
）が
こ
れ
を
朗
読
し
て
朝
祷
に
入
っ
た
。

使
徒
信
経
前
ま
で
貫
長
老
司
式
、
以
降
山

縣
長
老
司
式
、
落
合
長
老
、
片
岡
神
学
生

の
聖
書
日
課
朗
読
が
あ

っ
た
。
こ
の
間
山

縣
長
老
に
よ
り
説
教
と
し
て
、
地
上
の
母

た
る
教
会
を
、
新
聖
堂
を
与
え
給
え
る
神

の
ご
恩
寵
、
進
ん
で
我
ら
信
徒
の
重
大
な

る
責
務
に
つ
い
て
諄
々
と
御
懇
篤
な
る
ご

教
示
が
あ

っ
た
。

朝
祷
が
終
わ

っ
て
か
ら
聖
餐
式
に
移
り

マ
キ
ム
監
督
よ
り
生
命
の
種
な
る
主
の
尊

き
聖
餐
を
受
け
、
監
督
の
祝
祷
を
も

っ
て

い
と
荘
厳
の
う
ち
に
め
で
た
く
聖
別
の
式

を
終
了
し
た
。

顧
み
れ
ば
川
越
町
に
お
い
て
初
め
て
主

の
み
教
え
が
宣
べ
伝
え
ら
れ
た
の
は
明
治

じ

ら

い

十

一
年
の
遠
い
昔
で
あ

っ
た
。
爾
来
四
十

有
余
年
の
長
年
月
幾
多
主
に
あ
る
先
覚
熱

心
な
る
伝
道
、
中
で
も
現
田
井
長
老
の
そ

ふ
ぎ

よ
う

ふ

く

つ

の
過
半
に
わ
た
る
長
年
不
撓
不
屈
、
悪
戦

苦
闘
し
た
過
ぎ
去

っ
た
日
々
を
思
っ
て
今

日
の
盛
事
を
見
る
と
き
は
実
に
感
慨
無
量

で
あ
る
。

（次
ペ
ー
ジ
に
続
く
）

右
は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
よ
り
印
刷
し
た

一
部
分

百
年
前
の
教
会
の
姿
生
き
生
き
と

当
時
の
記
録
を
ひ
も
と
・い
て
み
る
と

立
教
大
学
資
料
セ
ン
タ
ー
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
中
の
「基
督
教
週
報
…
…
大
正

１０

（１
９
２
１
）
年
４
月
２９
日
発
行
」

に
川
越
基
督
教
会
の
新
聖
堂
聖
別
式
当

日
の
様
子
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
原

文
は
旧
字
体
や
か
な
り
難
し
い
表
現
が

使
わ
れ
て
い
る
た
め
、
字
体
や
言
葉
遣
い

を
わ
か
り
や
す
く
書
き
換
え
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

翼
耀
馨
士
倉
餞
霧
噴
雲
別
式

ま
の
深
急
御
思
籠
に
依
う
豫
て
新
築

幾
多
じ
我
鷹
越
繁
公
會
新
機
葬
堂
は
、

ェ
事
顎
制
に
進
捗
此
程
全
く
竣
成
し

春
風
職
務
高
草
絲
に
萌
え
、
櫻
花
爛

た
る
本
月
十
日
め
で
度
そ
の
曇
別
式

暴
循
し
得
る
の
光
榮
に
溶
せ
う
、
こ

鷺
難
藤
来
機
難
せ
る
雲
餞
全
く
購
れ
て

儀
，
ら
か
Ｌ
に
輝
き
な
が
ら
ま
の
機

竃
そ
の
も
の
ヽ
如
く
櫻
花
撤
び
笑
び

織
織
麓
奉
濃
く
再
物
欣
々
し
て
番
等

畿
び
を
共
に
せ
る
に
似
た
う
。

鰈
九
進
の
新
繁
壼
は
そ
れ
ら
松
樹
、
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終
わ
り
に
臨
み
、
い
と
少
な
き
小
羊
の

群
れ
に
、
こ
の
壮
大
な
る
聖
堂
を
与
え
給

え
る
主
の
広
大
な
る
ご
恩
寵
に
対
し
、
誠

心
誠
意
感
謝
と
賛
美
を
捧
げ
る
と
共
に
、

国
際
政
局
が
か
ん
ば
し
く
な
い
と
伝
わ
る

中
で
も
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
ベ
ダ
ー
ソ

ン
氏
は
じ
め
遠
く
海
を
隔
て
た
米
国
の
兄

弟
姉
妹
よ
り
多
大
の
ご
後
援
賜
っ
た
こ
と

ま
ん
こ
う

に
対
し
て
満
腔
の
謝
意
を
表
し
、
今
後
共

神
の
お
恵
み
の
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
祈
る

も
の
で
あ
る
。

捧
堂
式
記
念
伝
道
会

同
日
午
後
七
時
よ
り
新
聖
堂
第

一
回
伝

道
説
教
会
を
開
催
、
山
縣
長
老
の

「デ
モ

ク
ラ
シ
ー
思
想
と
基
督
教
」
、
山
本
執
事

の

「時
代
の
要
求
と
基
督
教
」
な
る
説
教

が
あ

っ
た
。

十

一
日
午
後
七
時
同
じ
く
二
日
目
開
催
。

片
岡
神
学
生
の

「
は
ば
か
ら
ず
し
て
神
の

御
座
に
来
た
れ
」
、
山
本
執
事
の

「社
会

改
造
と
基
督
の
愛
」な
る
説
教
が
あ

っ
た
。

十
二
日
午
後
七
時
同
三
回
目
開
催
、
教

会
委
員
牛
窪
君
の
感
話
、
山
本
執
事
の
「社

会
改
造
と
キ
リ
ス
ト
の
愛
」
、
貫
長
老
の

「
祈
祷
を
聞
き
給
ふ
神
」
な
る
説
教
が

あ

っ
た
。

前
後
三
日
を
通
し
、
世
間
に
は
い
わ
ゆ

る
花
見
気
分
に
あ
ふ
れ
て
い
て
、
人
心
は

な
は
だ
浮
か
れ
て
い
る
た
め
に
、
吾
等
の

心
か
ら
の
叫
び
は

「大
声
不
入
於
里
耳
」

（た
い
せ
い
り
じ
に
い
た
ら
ず
）
の
た
と

え
の
よ
う
で
あ
る
。
予
想
し
た
多
数
の
聴

衆
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
た
だ
大
能
の

主
の
み
旨
の
ま
ま
に
真
理
の
宣
伝
に
努
め

て
い
る
私
た
ち
の
試
み
は
、
必
ず
や
主
の

妙
な
る
御
摂
理
に
よ
っ
て
報
わ
れ
る
日
の

来
る
こ
と
を
信
じ
て
疑
わ
な
い
。
末
筆
な

が
ら
講
壇
に
立
て
ら
れ
た
諸
先
生
に
対
し

深
く
感
謝
の
意
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

（
一
教
会
員
か
ら
の
報
告
）

参
考
　
文
中
の
人
物
に
つ
い
て
の
情
報

①
監
督
ジ
ョ
ン
ロ
マ
キ
ム
師

北
関
東
教
区
初
代
主
教
　
１
８
８
０
年

来
日
。
１
８
９
９
年
よ
り
４０
年
間
に
わ
た

り
日
本
聖
公
会
議
長
を
つ
と
め
、
こ
の
間

４２
年
間
、
立
教
大
学
理
事
長
も
務
め
た
「

１
８
９
６
年
の
東
京
北
部
地
方
部

（北
関

東
教
区
の
前
身
）
設
立
時
の
主
教
を
担
当

さ
れ
た
。
関
東
大
震
災
の
時
本
国

へ
送
っ

た
電
文

「神
に
あ
る
信
仰
の
ほ
か
す
べ
て

を
失
え
り
」
は
有
名
な
言
葉
。

②
長
老
ラ
イ
フ
ス
ナ
イ
ダ
ー
師

北
関
東
教
区
第
２
代
主
教
　
１
９
０
１

年
来
日
。
１
９
１
２
年
よ
り
２０
年
間
立
教

学
院
の
総
理
を
務
め
る
。
１
９
３
６
年
マ

キ
ム
主
教
の
後
任
と
し
て
、
北
東
京
地
方

部
主
教
に
就
任
。
１
９
４
１
年
に
辞
任
し

帰
国
さ
れ
た
。

③
長
老
落
合
吉
之
助
師

聖
公
会
神
学
院
の
教
授
と

２０
年
間
に

わ
た
り
校
長
を
務
め
た
。
東
京
聖
三

一
教

会
、
浦
和
諸
聖
徒
教
会
も
司
牧
さ
れ
た
。

④
長
老
山
縣
雄
社
三
師

聖
公
会
神
学
院
教
授
　
教
会
史
の
権
威

者
。
東
京
聖
三

一
教
会
、
府
中
聖
マ
ル
コ

教
会
で
司
牧
。
基
督
教
週
報
の
主
筆
を
永

年
に
わ
た
り
担
当
さ
れ
た
。

⑤
長
老
貫
民
之
助
師

北
関
東
教
区
内
諸
教
会

（東
松
山
、
前

橋
、
熊
谷
、
草
津
、
幸
手
、
日
光
）
を
司

牧
さ
れ
た
。

⑥
執
事
山
本
三
次
郎
師

川
越
教
会
出
身
二
人
目
の
聖
職
者
。
川

越
本
町

（現
元
町
）
出
身
。
川
越
聖
公
会

青
年
会
で
活
躍
後
、
１
９
１
９
年
司
祭
按

手
。
秋
田
、
会
津
若
松
、
前
橋
、
草
津
で

牧
会
。

⑦
神
学
生
片
岡
常
吉
氏

川
越
教
会
出
身
三
人
目
の
聖
職
者
。
川

越
地
区
の
小
学
校
で
教
員
を
務
め
た
後
神

学
生
と
な
り
、
福
島
、
前
橋
の
教
会
で
務

め
た
後
、
山
形
聖
ペ
テ
ロ
教
会
を
永
く
司

牧
さ
れ
た
。
川
越
教
会
墓
苑
に
眠
る
。

③
婦
人
伝
道
師
鵜
殿
梓
氏

埼
玉
県
大
里
郡
出
身
　
１
９
１
８
年
仙

台
聖
公
会
よ
り
転
入
。
川
越
教
会
で
働
く

中

「聖
堂
新
築
準
備
委
員
」
を
務
め
ら
れ

た
。
そ
の
後
前
橋
聖
マ
ツ
テ
ア
教
会
に
転

任
さ
れ
た
。

⑨
立
教
大
学
峰
雄
郁
次
氏

川
越
上
松
江
町

（現
松
江
町
２
丁
目
）

出
身
。
１
９
０
３
年
川
越
聖
公
会
青
年
会

の
創
立
時
に
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍

さ
れ
た
。
後
に
立
教
大
学
に
奉
職
。

「基
督
教
週
報
」
に
つ
い
て

日
本
聖
公
会
の
機
関
誌
「基
督
教
週
報
」

は
１
９
０
０
年
に
発
刊
、
１
９
９
５
号
を

１
９
９
４
年
に
発
行
後
に
廃
刊
と
な

っ
た

聖
公
会
の
活
動
を
知
る
貴
重
な
週
刊
紙
で

あ

っ
た
。
川
越
教
会
に
関
す
る
記
事
も
多

数
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
全
号
は
立
教

大
学
資
料
セ
ン
タ
ー
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
上
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で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
家
の
パ
ソ
コ
ン
で

容
易
に
閲
覧
が
出
来
る
。
ご
希
望
の
方
に

は
資
料
保
管
委
員
会
で
閲
覧
操
作
案
内
を

受
付
け
中
。

聖
別
式
の
様
子
を
伝
え
る
基
督
教

週
報
を
読
ん
で

パ
ウ

ロ
　
山
本
　
　
一万

古
都
川
越
の
目
抜
き
通
り
に
そ
び
え
立

つ
煉
瓦
の
礼
拝
堂
の
出
現
に
町
の
人
々
の

驚
き
は
大
変
な
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
週

報
紙
面
筆
者
は
言
う

「鐘
楼
上
の
十
字
架

は
天
地
の
融
合
全
地
上
の
救
済
な
る
崇
高

の
標
識
を
内
外
に
宣
示
す
る
が
如
し
」
。

完
成
式
典
に
は
教
会
関
係
者
は
も
ち
ろ
ん
、

町
内
の
教
育
者
他
有
識
者
に
も
広
く
呼
び

か
け
会
堂
は
満
席
に
な
っ
た
と
の
事
。
こ

の
頃
よ
り

「地
域
に
根
差
し
た
、
開
か
れ

た
教
会
」を
目
指
し
て
い
た
こ
と
が
解
る
。

式
典
も
祝
い
事
に
終
わ
る
事
な
く
、
説
教
、

講
演
会
を
中
心
に
伝
道
会
を
３
日
間
に
わ

た
り
実
施
し
、
予
期
し
た
数
の
聴
衆
を
集

め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
は
あ
る
が
、
同

じ
く
紙
面
に
は

「大
能
の
主
の
御
旨
の
ま

ま
に
真
理
の
宣
伝
に
努
む
る
吾
等
の
試
み

は
、
必
ず
や
主
の
妙
な
る
御
摂
理
に
よ
り

て
酬
ひ
ら
る
る
日
の
来
る
べ
き
を
信
じ
て

疑
わ
ず
」

（原
文
引
用
）
筆
者
や
当
時
の

信
徒
の
皆
様
の
熱
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
。

※
人
物
に
つ
い
て
の
情
報
と
基
督
教
週
報
に

つ
い
て
は
山
本
元
さ
ん
に
調
査
執
筆
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
後

の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
再
検
討

５
回
目
の
聖
堂
聖
別
百
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会
が
４
月
１０
日
に
開
催
さ
れ
、

今
後
の
事
業
の
進
め
方
や
進
捗
状
況
に
つ

い
て
の
協
議
を
行
い
ま
し
た
。

記
念
礼
拝
を
中
心
と
し
た
メ
イ
ン
の
イ

ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
る
来
年
の
４
月
９

日

（土
）
は
復
活
前
主
日
の
前
日
に
な
り

ま
す
。
復
活
日
を
間
近
に
控
え
て
い
る
こ

と
か
ら
高
橋
宏
幸
管
理
主
教
の
招
請
に
つ

い
て
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

ま
し
た
が
、
ご
出
席
い
た
だ
け
る
見
通
し

に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
現
在
の
コ
ロ
ナ
に

よ
る
影
響
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
、
不
明

の
点
が
多
々
あ
り
ま
す
の
で
、
具
体
的
な

準
備
作
業
は
も
う
少
し
様
子
を
見
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

前
号
で
報
告
の
通
り
、
聖
別
証
の
再
発

行
と
披
露
は
終
わ
り
、
ベ
ス
ト
リ
ー
内
の

北
側
壁
面
に
取
り
付
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
百
年
前
で
は
当
時
の
牧
師
田
井
正

一
司
祭
が
マ
キ
ム
主
教
か
ら
聖
別
証
を
預

か
っ
て
朗
読
し
た
記
録
の
よ
う
に
、
広
田

勝

一
主
教
か
ら
聖
別
証
を
預
か
り
、
鈴
木

伸
明
司
祭
が
朗
読
し
ま
し
た
。

（１
面
記

事
参
照
）

記
念
誌
は
増
ペ
ー
ジ

記
念
礼
拝
が
１
年
延
期
に
な
っ
た
こ
と

で
、
配
布
す
る
記
念
誌
に
つ
い
て
は
予
定

よ
リ
ペ
ー
ジ
数
を
増
や
す
方
向
で
す
。
（当

初
予
定
で
は
４
ペ
ー
ジ
）
礼
拝
堂
を
中
心

に
建
造
に
至
る
ま
で
の
物
語
、
こ
れ
ま
で

維
持
し
て
き
た
修
繕
の
歴
史
や
経
過
、
建

物
に
付
随
す
る
設
備
、
備
品
な
ど
に
つ
い

て
も
盛
り
込
む
企
画
で
す
。
来
年
４
月
に

間
に
合
わ
せ
る
た
め
に
は
今
後
の
編
集
作

業
も
能
率
よ
く
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

看
板
に
は
使
わ
れ

て
い
る
レ
ン
ガ

を
ア
ピ
ー
ル

礼
拝
堂
の
外
に
設
置
す
る
看
板
に
つ
い

て
も
具
体
的
に
準
備
が
進
ん
で
い
ま
す
。

約

一
年
間
掲
げ
る
予
定
で
す
の
で
、
前
回

宣
教
１
４
０
周
年
の
時
よ
り
も
丈
夫
な
素

材
を
使

っ
て
製
作
す
る
予
定
で
す
。
す
で

に
決
ま
っ
て
い
る
宣
教
テ
ー
マ
に
加
え
て
、

聖
堂
の
レ
ン
ガ
は
渋
沢
栄

一
氏
が
設
立
し

た
深
谷
の
日
本
煉
瓦
製
造
株
式
会
社
の
製

品
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
今
年
は
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で

渋
沢
栄

一
の
話
題
で
す
が
、
こ
の
聖
堂
も

栄

一
に
ゆ
か
り
の
あ
る
建
物
で
す
。
最
近

見
つ
か

っ
た
レ
ン
ガ
の

一
部
に
そ
の
会
社

の
刻
印
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
お
そ
ら
く

熊
谷
の
教
会
も
立
教
大
学
も
、
あ
の
時
代

に
作
ら
れ
た
多
く
の
建
物
に
深
谷
産
の
レ

ン
ガ
が
使
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

興
味
深
い
定
礎
の
開
封

礼
拝
堂
定
礎
の
開
封
に
つ
い
て
も
検
討

さ
れ
ま
し
た
。
開
封
や
再
度
の
封
入
作
業

は
そ
れ
ほ
ど
難
し
い
作
業
で
は
な
さ
そ
う

で
、
石
材
店
な
ら
ど
こ
で
も
可
能
の
よ
う

で
す
。
封
入
さ
れ
て
い
る
内
容
が
不
明
で

す
が
、
中
身
を
吟
味
し
、　
一
定
期
間
公
開

し
ま
す
。
同
時
に
次
の
百
年

（？
）
に
向

け
て
今
度
は
ど
の
よ
う
な
物
を
封
入
す
る

か
、
ま
た
こ
れ
ま
で
封
入
さ
れ
て
い
た
物

を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
。
い
ろ
い
ろ
と
興

味
が
わ
き
ま
す
。
と
に
か
く
開
け
て
み
る

こ
と
が
出
発
点
に
な
る
で
し
ょ
う
。

資
料
展
示
で
は
写
真
パ
ネ
ル
は
礼
拝
堂

展
示
で
す
が
、
期
間
や
内
容
に
つ
い
て
は

検
討
中
で
す
。
新
た
に
発
見
さ
れ
た
資
料

な
ど
も
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
展
示
に
な
る

か
楽
し
み
で
す
。

今
年
の
バ
ザ
ー
に
つ
い
て
は
、
バ
ザ
ー

委
員
会
の
検
討
の
結
果
、
春
の
バ
ザ
ー
は

中
止
、
秋
の
バ
ザ
ー
に
つ
い
て
は
９
月
時

点
で
の
状
況
を
踏
ま
え
て
実
施
の
可
否
を

判
断
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
実
施
す

る
な
ら
１０
月
２４
日
を
予
定
し
て
い
ま
す

（実
行
委
員
　
ル
カ
　
野
澤
達
也
）


